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木星の衛星イオの軌道(6RJ)には、イオの火山ガスに起因するプラズマトーラスが形成される。このトーラス中
の硫黄・酸素イオンは、電子(5eV-1keV)との衝突励起により極端紫外から可視に渡る広い波長範囲で発光す
る。常に明るく光るプラズマトーラスの発光を維持するには電子の温度を5eV程度に加熱し続ける必要があ
り、その主要な加熱源の一つとして火山ガスの電離により生じる数100eVのピックアップイオンから電子への
クーロン衝突が考えられている。「ひさき」衛星に搭載された極端紫外線分光撮像装置 EXCEED によ
り、2014年12月から2015年3月にかけて、イオ火山噴火に伴うとみられるイオトーラス増光現象が観測され
た。本研究は、EXCEED と地上からの可視光イメージング観測データを用いて、トーラス増光現象期間 (2014
年 12 月-2015 年 3 月) におけるイオン温度と電子温度の時間変化の特徴とこの変化が生じた領域を調べるこ
とにより、電子の加熱機構を検証することを目的とする。可視イメージング観測が1価の硫黄イオンの発光分布
を約1秒角の高空間分解能で撮像できるのに対し、EXCEEDは広い波長域のスペクトル観測から、多価の硫黄イオ
ンと電子温度の情報を得ることができる。EXCEEDが観測したトーラス増光現象期間(2014年12月-2015年3月) に
おける1価と2価の硫黄イオン([SII]76.5nm及び[SIII]68nm)の2次元発光分布から動径幅2RJ（dawn側、dusk側と
もに6RJ－8RJ）の南北方向発光プロファイルを得、そのスケールハイトと赤道面での最大値を導出したとこ
ろ、トーラス増光現象を跨いだスケールハイトの増大が確認された。可視光イメージング観測からも同様
に、1価の硫黄イオンのスケールハイトと発光強度の最大値を導出した。EXCEEDの観測から導出されるスケール
ハイトは空間分解能の影響を受けているため、EXCEEDとT60から導出された1価の硫黄イオンのスケールハイト
との比較から空間分解能を評価し、EXCEEDの観測から得られた硫黄イオンのスケールハイトを補正することが
可能である。今後は補正後のスケールハイトと発光強度の最大値から、イオンの温度と赤道面での密度の変動
を定量的に評価する予定である。発表では、このような手順で得られた硫黄イオンの温度と、EXCEEDの観測か
ら得られた電子温度の時間変化の特徴をプラズマトーラスの増光期間を跨ぐ期間で比較した結果を報告する。
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